



竹川 俊夫＊ ・ 仲野 誠＊＊ 
 
A Report on an Extracurricular Fieldwork Program in Ama-cho Town and an 
Analysis on Its Effectiveness with a Student Evaluation Questionnaire 
 
TAKEGAWA Toshio，NAKANO Makoto 
 
キーワード：地域学 地域学部 地域学入門 課外フィールドワーク 
Key Words: Regional Sciences, Faculty of Regional Sciences, Introduction to Regional Sciences, 





(1から派生した課外フィールドワークであり，本年度（2015 年度）で 7 年目（7 回目）を数える。実
施のきっかけとなったのは，2009 年度より「地域学入門」の講義のひとコマを海士町長の山内道雄
氏に担当いただいたことであった。「海士町」と言えば，島根県の隠岐諸島の島前地域に位置する















                                                  
＊  鳥取大学地域学部准教授（地域政策学科） 
＊＊ 鳥取大学地域学部教授（地域政策学科） 
地域学入門で熱弁をふるう山内道雄町長。 
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 表 1 の通り，2015 年度の
研修参加者数は 1 年生 11 名
であった。過去を振り返る





が 12 名，環境が 7 名，教育が 4 名と，政策学科の学生が主体となるのが毎年の傾向である(2 。一方
男女別では，男子がトータル 28 名であるのに対して女子は 50 名と，女子の参加者が大きく上回る
傾向がある。人数が多いことも影響していると思われるが，筆者らの印象としても，男子よりも女
子の方が活発に感じるのが例年の傾向である。 






（1 名）「副委員長」（1 名ないし 2 名）及び「会計」（1 名ないし 2 名）の役員を選出し，以降の
ミーディングは実行委員の面々を中心に開催する。 
09年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 総合計
政策 11 14 3 10 7 4 6 55
教育 0 0 1 0 1 0 2 4
文化 0 1 3 4 3 1 0 12
環境 0 1 1 2 0 0 3 7
合計 11 16 8 16 11 5 11 78
男子 2 8 3 3 6 1 5 28
女子 9 8 5 13 5 4 6 50
表１　海士町訪問研修参加学生の内訳





















 表 1 の通り，2015 年度の
研修参加者数は 1 年生 1 名
であった。過去を振り返る





が 12 名，環境が 7 名，教育が 4 名と，政策学科の学生が主体となるのが毎年の傾向である(2 。一方
男女別では，男子がトータル 28 名であるのに対して女子は 50 名と，女子の参加者が大きく上回る
傾向がある。人数が多いことも影響していると思われるが，筆者らの印象としても，男子よりも女
子の方が活発に感じるのが例年の傾向である。 






（1 名）「副委員長」（1 名ないし 2 名）及び「会計」（1 名ないし 2 名）の役員を選出し，以降の
ミーディングは実行委員の面々を中心に開催する。 
09年度 10年度 1 年度 12年度 13年度 14年度 15年度 総合計
政策 1 14 3 10 7 4 6 5
教育 0 0 1 0 1 0 2 4
文化 0 1 3 4 3 1 0 12
環境 0 1 1 2 0 0 3 7
合計 1 16 8 16 1 5 1 78
男子 2 8 3 3 6 1 5 28
女子 9 8 5 13 5 4 6 50
表１　海士町訪問研修参加学生の内訳
17竹川俊夫・仲野　誠：課外フィールドワーク「海士町訪問研修」の実践と学生評価アンケートを用いた効果分析に関する報告













 2015 年度の事前研修は，第 1 回が 9 月 2 日（水）の 13：00～18：00 の 5 時間，第 2 回は翌 3

















事前研修などの一連の準備作業を経て，いよいよ 9 月 7 日（月）から 9 月 10 日（木）までの 3
泊 4 日の日程で現地訪問へ出発した。2009 年度から 2013 年度までの 5 カ年間については 2 泊 3 日
の日程で研修を実施していたが，3 日間では詰め込み型で余裕のない研修になっていたため，参加学
生と話し合った結果，2014 年度からは 3 泊 4 日に延長することとなった。これにより日程に多少ゆ
とりが生まれたので，これまで実現できなかった西ノ島でのジオツアーを最終日に追加した。 
以下は，2015 年度の訪問研修の 1 日ずつの行程表と，実際の訪問の様子を記録した写真である。
なお，2015 年度の現地訪問では，コーディネーターの竹川・仲野のほか地域教育学科の鈴木慎一朗
准教授と地域再生プロジェクトの澤田廉路特命准教授にも参加いただき，学生 11 名と教員 4 名の総
勢 15 名で海士町を訪問した。 
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大学本部前よりバス出発 → 8：20 七類港着 
フェリー（くにが）七類港発 → 12：40 菱浦港（海士町）到着 
＜昼食：キンニャモニャセンターの船渡来流亭＞ 
＊隠岐開発総合センターへ移動（バス約 10 分） 
【講義】海士町の概要と産業振興等について（産業創出課長 大江和彦氏） 
【講義】海士町の保健福祉について（健康福祉課長 沼田洋一氏） 
 ＊後鳥羽院資料館へ移動（徒歩約 10 分） 
後鳥羽院資料館見学 
隠岐神社見学 
















































大学本部前よりバス出発 → 8：20 七類港着 
フェリー（くにが）七類港発 → 12：40 菱浦港（
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＊隠岐開発総合センターへ移動（バス約 10 分） 
【講義】海士町の概要と産業振興等について（産業   
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大学本  8 20 七類港着 
フェリ   12：40 菱浦港（海士町）到着 
＜ ーの船渡来流亭＞ 
＊隠 バス約 10 分） 
【講義 について（産業創出課長 大江和彦氏） 
【講義 （健康福祉課長 沼田洋一氏） 
 ＊後 10 分） 
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大学本部前よりバス出発 → 8 20
フェリー（くにが）七類港発  1 到着 
＜昼食：キンニャモニャセ  
＊隠岐開発総合センターへ移  



































































 ＊さくら作業所立ち寄り後海士診療所へ移動（役場送迎約 5 分） 
海士診療所見学・概要説明（海士診療所事務長 上田賢二氏） 
 ＊隠岐自然村へ移動（役場送迎約 15 分） 
＜夕食：隠岐自然村＞              ＊鈴木先生合流 
＊隠岐國学習センターへ移動（役場送 迎約 15 分） 
隠岐國学習センターで島前高校生徒と交流・夢ゼミ体験 






































 ＊さくら作業所立ち寄り後海士診療所へ移動（役場送迎約 5 分） 
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＊隠岐國学習センターへ移動（役場送 迎約 15 分） 
隠岐國学習センターで島前高校生徒と交流・夢ゼミ体験 









の景観を形成している。 海士町の特産品である岩牡蠣の加 工場を見学。 




























 ＊さくら作業所立ち寄り後海士診療所へ移動（役場送迎約 5 分） 
海士診療所見学・概要説明（海士診療所事務長 上田賢二氏） 
 ＊隠岐自然村へ移動（役場送迎約 15 分） 
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＊隠岐國学習センターへ移動（役場送 迎約 15 分） 
隠岐國学習センターで島前高校生徒と交流・夢ゼミ体験 









の景観を形成している。 海士町の特産品である岩牡蠣の加 工場を見学。 




























 ＊さくら作業所立ち寄り後海士診療所へ移動（役場送迎約 5 分） 
海士診療所見学・概要説明（海士診療所事務長 上田賢二氏） 
 ＊隠岐自然村へ移動（役場送迎約 15 分） 
＜夕食：隠岐自然村＞              ＊鈴木先生合流 
＊隠岐國学習センターへ移動（役場送 迎約 15 分） 
隠岐國学習センターで島前高校生徒と交流・夢ゼミ体験 
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12：0 ～13：0  
＜朝食＞ 
【講義】隠岐ジオパークについて（隠岐自然村 深谷村長） 
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12：0 ～13：0  
＜朝食＞ 
【講義】隠岐ジオパークについて（隠岐自然村 深谷村長） 



















































＊巡の環事務所（村上家資料館）へ移動（バス約 10 分） 
村上家資料館見学 
【講義】（株）巡の環の取り組みについて（石坂達氏） 
＊福祉センターひまわりへ移動（役場の送迎に変更・約 10 分） 
【講義】海士町社会福祉協議会の取り組みについて 
   （海士町社会福祉協議会 事務局長 片桐一彦氏） 
 ＊隠岐自然村へ移動（役場送迎約 10 分） 


























＊巡の環事務所（村上家資料館）へ移動（バス約 10 分） 
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＊巡の環事務所（村上家資料館）へ移動（バス約 10 分） 
村上家資料館見学 
【講義】（株）巡の環の取り組みについて（石坂達氏） 
＊福祉センターひまわりへ移動（役場の送迎に変更・約 10 分） 
【講義】海士町社会福祉協議会の取り組みについて 
   （海士町社会福祉協議会 事務局長 片桐一彦氏） 
 ＊隠岐自然村へ移動（役場送迎約 10 分） 
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竹川 俊夫・仲野 誠：課外フィールドワーク「海士町訪問研修」の実践と 
学生評価アンケートを通じた効果分析に関する報告 
13：00 







＊巡の環事務所（村上家資料館）へ移動（バス約 10 分） 
村上家資料館見学 
【講義】（株）巡の環の取り組みについて（石坂達氏） 
＊福祉センターひまわりへ移動（役場の送迎に変更・約 10 分） 
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 ＊チェックアウト→キンニャモニャセンターへ移動（バス約 15 分） 
キンニャモニャセンターでお土産購入 
内航船（いそかぜ）菱浦港発 → 10：58 別府港（西ノ島町）着 
 ＊フェリーの乗船券を購入して西ノ島ふるさと館へ移動（徒歩約 5 分） 
西ノ島ふるさと館見学 
  ＜昼食：ふるさと館隣接の「はな」＞ 
【ジオツアー（ガイド：西ノ島観光協会）】 
別府港～赤尾展望台～摩天崖～国賀海岸～別府港 
フェリー（おき）別府港発 → 17：55 七類港着（15 名で団体予約） 
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 ＊チェックアウト→キンニャモニャセンターへ移動（バス約 15 分） 
キンニャモニャセンターでお土産購入 
内航船（いそかぜ）菱浦港発 → 10：58 別府港（西ノ島町）着 
 ＊フェリーの乗船券を購入して西ノ島ふるさと館へ移動（徒歩約 5 分） 
西ノ島ふるさと館見学 
  ＜昼食：ふるさと館隣接の「はな」＞ 
【ジオツアー（ガイド：西ノ島観光協会）】 
別府港～赤尾展望台～摩天崖～国賀海岸～別府港 
フェリー（おき）別府港発 → 17：55 七類港着（15 名で団体予約） 
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 地 域 学 論 集  第 12 巻  第 3 号（2016） 











 過去を振り返ると，台風による影響があったのは今回を含めて 7 回中 3 回と比較的高確率である。



























する。2015 年度は現地訪問から 1 週間ほど経過した 9 月 16 日の午前 完成した海士町訪問記 
25竹川俊夫・仲野　誠：課外フィールドワーク「海士町訪問研修」の実践と学生評価アンケートを用いた効果分析に関する報告










 以上，事前研修に 2 日，現地訪問に 4 日，事後研修に 2 日（うち 1 日は印刷・発送作業）の計 8
日をかけて実施している海士町訪問研修であるが，以上のプログラムを実施するのにかかる費用に
ついては，たとえ自発的に開始された課外フィールドワークであっても，学生の参加を促すために
は，やはり大学から一定の支援が不可欠と言える。そのため第 1 回目の 2009 年度より，地域学研究
会の予算および学部長経費を財源としてプログラムを実施してきたが，2013 年度からは「地域再生
プロジェクト」において「地域再生フィールドワーク」として認定されたことにより，プロジェク






観光プログラムの費用（海中展望船あまんぼう乗船料）と土産代の総額 2 万 5 千円余りである。た
だし，フェリーと内航船の費用については尚徳会給付金の申請が可能となっているため，事後清算














延べ 78 名の学生が 1 年次において海士町訪問研修に参加しているが，中には既に卒業してしまった
学生もいるため，今回のアンケート調査の対象については，在校生に限定することとした。なお，
本アンケート調査については，実施した期間が 2014 年度であったため，対象とした参加学生数は，
2011 年度の 8 名，2012 年度の 16 名，2013 年度の 11 名そして 2014 年度の 5 名の計 40 名である。 
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 地 域 学 論 集  第 12 巻  第 3 号（2016） 
（２）調査期間と方法 




時間の調整を行い，面接会場にて 1 人あたり 20～30 分をかけて実施した。なお，院生調査員の 2
名も 2014 年度の海士町訪問研修にスタッフとして参加しており，研修プログラムを学生たちと一
緒に体験した上で面接調査に従事している。 
 面接調査を行った結果，対象となった 40 名の学生のうち 1 名は海外留学のため連絡が取れず，ま
た，2 名は学生側の都合により面接への協力が得られなかったため，最終的に 37 名から回答を得る
ことができた（回答率 92.5％）。回答者 37 名の所属学科は，政策 22 名，教育 2 名，文化（芸術文
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２）調査期間と方法 
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名も 2014 年度の海士町訪問研修にスタッフとして参加しており，研修プログラムを学生たちと一
緒に体験した上で面接調査に従事している。 
 面接調査を行った結果，対象となった 40 名の学生のうち 1 名は海外留学のため連絡が取れず，ま
た，2 名は学生側の都合により面接への協力が得られなかった め，最終的に 37 名から回答を得る
ことができた（回答率 92.5％）。回答者 37 名の所属学科は，政策 22 名，教育 2 名，文化（芸術文






























竹川 俊夫・仲野 誠：課外フィールドワーク「海士町訪問研修」の実践と 
学生評価アンケートを通じた効果分析に関する報告 
 「総合的な評価」として位置付けられている本設問に対する回答は，5 段階評価のうち「満足」


































































































竹川 俊夫・仲野 誠：課外フィールドワーク「海士町訪問研修」の実践と 
学生評価アンケートを通じた効果分析に関する報告 
として位置付けられている本設問に対する回答は，5 段階評価のうち「満足」
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 地 域 学 論 集  第 12 巻  第 3 号（2016） 
色ある教育プログラムである「夢ゼミ」の有効性を明確に理解できるのと同時に，自分自身が受
てきた今日の教育システムのあり方に対して疑問を抱くきっかけにもなっている(3。 
 一方，「宿舎での B Q」の選択理由については，海・山の自然の食材の美味しさもさることなが
，それ以上に，ゲストとして同席していただいた海士町のキーパーソンの方々と BBQ を楽しみ
がら交流できた体験が重視されている。中でも隠岐國学習センター長の豊田庄吾先生がゲストと















































し，さらに 8 割以上の学生が肯定的な評価を示していることから，特に問題はないと判断できる。 
 
（６）研修日程の長さ（図 6） 
 2013 年度までは 2 泊 3 日，2014








見であった。2 泊 3 日での研修では，やはり慌ただしさを感じる学生は少なくないことから，3 泊 4
日に 1 日延長したことは妥当であったと判断できる。なお，「長すぎた」と回答した学生の研修期














 現地研修の前に 2 回（7 時間程度）にわたって実施する事前研修および現地研修終了後に 2 回
（6 時間程度。うち 1 回は「海士町訪問記」の冊子の作成と発送作業）にわたって実施する事後
研修については，どちらも 8～9 割の学生が肯定的に評価している。事前研修については約 9 割の
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合いを，「とてもある」（4 点），「ある程度ある」（3 点）「あまりない」，（2 点）「全くない」（1 点）
の 4 件法で尋ねて研修参加前と終了後の平均点を比較した(4。 
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の 2 項目に続いて研修前後の変化が大きかったのは「仲間と調査に行きたい気持ち」の 0.6 点と「地
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を持つ意義」が 57％と，2 人に 1
人以上の高い割合が続く。第 5 位
以下は，「自分の考えを明確に持
つこと」が 38％，「地域学への関心」が 35％，「大学で学ぶ意欲」が 22％となり，上位 4 項目よ
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を持つ意義」が 57％と，2 人に 1
人以上の高い割合が続く。第 5 位
以下は，「自分の考えを明確に持
つこと」が 38％，「地域学への関心」が 35％，「大学で学ぶ意欲」が 22％となり，上位 4 項目よ
りも 20 ポイント以上割合が低下している（「その他」を回答した者はゼロ）。 
 海士町でのフィールドワークが「大学で学ぶ意欲」を直接的に強く意識させることは難しいかも



































4 割余りの 16 名だったのに
対して，「反対」および「ど
ちらかというと反対」の否定














 図 10 を見ると，本研修に参加した学生は，研修参加以前から比較的積極性を備えている傾向があ
ると思われるが，海士町での経験を通じてさらにそうした興味関心を高め，自発的に関心のある地
域づくり活動に参加することが期待される。そこで学生に参加している地域活動の有無とその内容
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集』10(1),pp.33 -62 を参照されたい。 
2）ここに示す参加者はすべて 1 年生である。過去に地域学入門の TA など大学院生が参加した年次
もあるが，彼らにはスタッフ的な役割を付与していることもあり，今回の参加者数の計算からは
除外した。なお学部生の参加は特に 1 年生に限定しているわけではないが，「地域学入門」の講義
を通じて参加者を募集していることもあって例年 1 年生のみの参加となっている。 
3）「島前高校生との交流」が最も印象に残った理由を一覧にした表 2 に 2014 年度の参加学生の声
がないのは，日程上の都合で交流プログラムが実施できなかったためである。そのため図 4 にお

































































2 報）―2010 年度における授業実践のまとめ―」『地域学論集』7(2)，p .157-96，竹川俊夫・土井
康作「初年次必修科目「地域学入門」の 201 年度授業実践報告」『地域学論集』8(3),p .75-104,
並びに竹川俊夫（2013）「初年次必修科目『地域学入門』の 2012 年度授業実践報告」『地域学論
集』10(1),p .3  -62 を参照されたい。 
2）ここに示す参加者はすべて 1 年生である。過去に地域学入門の TA など大学院生が参加した年次
もあるが，彼らにはスタッフ的な役割を付与していることもあり，今回の参加者数の計算からは
除外した。なお学部生の参加は特に 1 年生に限定しているわけではないが，「地域学入門」の講義
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